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18世紀後半英領インドにおける地図作製事業とレネル
一「帝国」と地図のポリティックス (1)―
野
? ? ?
Surveying and Mapmaking by James Rennell in the late 18th 
Century in British India: Empire and Politics of Maps (1) 
Haruo Noma 
As for the national level of oficial maps in modern times, the first priority was given 
to the military use and a tool for nation's domain rule. 
This paper is the first preliminary report on politics involving the presentation 
of the national domain of a "map" in the imperialism age and their background 
thoughts and angles. The author deals with the period that European countries had 
been making the sparks fly for colonies from the second half of the 18th century to 
the first half of the 20th century. 
The first half part is a methodological examination on this line. In contrast, at the 
later half part, the author would like to focus on James Rennell (17 42-1830), who was 
a great British surveyor in India, oceanographer and praised as the "father of Indian 
Geography". 
In the first half part I would like to suppose the following nine research 
viewpoints of the politics of maps. 
1) The osmosis process of the political domination and the basis which justifies 
mapmaking survey; 2) the enforcement process to the national policy in connection 
with mapmaking; 3)contents of mapmaking technique, and the profiles of surveyors 
and their assistants; 4) making a list of maps from the cartographic point as works 
of survey and expedition; 5) a time gap between the investigation of mapmaking and 
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the completion of regional geographic or ethnographic monographs, and their mutual 
use by colonial rulers, armies, adventurers; 6) reconciliation and fusion within the 
colonial societies; 7) the nature of map users such as explorers, businessmen, 
government oficials, and researchers; 8) the enforcement substance of cadastral 
survey and its mapmaking and statesman's land view; 9) map education in colonies 
or suzerains as nation building. 
The East India Company which drove the wedge into the southernmost end of 
the Mogul Empire rule performs Indian Ocean trade mainly by the factories of 
Madras, Surat and Bombay at the beginning. The first Survey of India also sets the 
foundation there. British rule, however, shifted to North India after 1756-63's Seven-
years War. Hereafter "India" of South and North joined together, and new "India" was 
created. 
Rennell's Bengal Map isa product of British rule upon Bengal, Bihar and Orissa. 
He and his assistants themseles surveyed in whole Bengal. The distance along a road, 
a direction and a reference point, longitude and latitude, and grid lines were used. 
In addition, various kinds of local information and maps that covers in comparative 
small area were expressed on the map. 
On the other hand, Rennell's Hindoostan Map is a result which many data were 
compiled. This map is a kind of visualization that British ruled whole India. 
1 . はじめに
古来，地図は明確な意図をもって作成された図像資料であった。前近代の絵図という範疇に
入るものでも，荘園の境界傍示を示すため，山論で当事者の有利な方向へ持って行くため証拠
として作成されたものなど，その事例には枚挙がない。大航海時代には，大洋を越えた遠距離
交易のため，何よりも目的地へ最短距離で行きつくため，メルカトル図のような形状や面積は
犠牲にしても等角図法であることが一義的な意味を持った。
近代における公的な機関による地図，とりわけ国家レベルやそれ以上の範囲をカバーする科
学的実測地図は，地域をはかることによって国家が権力を握ることを意味した（野間 2003:
12-15)。何よりも軍事利用と国家支配のための道具としての利用が優先された。欧米列強が他
者の領土を分割する壮烈な植民地獲得競争において，地図は領域国家を表象する最も直裁的な
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可視的証拠である。たった 1本の線が国境として定められたために，旧来は同じ文化・言語を
有していた地域が分断され，民族の悲劇を生み出したことも多々あった（テイラー 1991)。
アンダーソンが『想像の共同体』の第2版で奇しくも表明しているように，アジア・アフリ
カの植民地世界における公定ナショナリズムは19世紀半ばまでに発明された3つの制度一一人
口調査地図，博物館 が一緒となって，植民地国家がその支配領域を想像する仕方を根底
的にかたち作っている（アンダーソン 1997:274)。これから私が考察しようとするのはその
3つの制度のうち，地図に関わるものであり，アジア，とりわけ南アジアから日本を含む東ア
ジアにおいて，植民地争奪が火花を散らした18世紀後半から20世紀前半の帝国主義時代におけ
る「地図」の表象と国家領域をめぐるポリティックス（政治学）である。完成した作品として
地図そのものの技術的検討とともに，その背後に隠れている思想，その地図の成立を促した社
会や制度，地図の利用者と地図の与える影響などを比較検討することで，この課題に接近して
いきたい。
本研究は，関西大学東西学術研究所の平成15~16年度の共通課題「東西交文化渉史の研究」
の文化交渉史研究班における個別テーマ「東南アジア・南アジアの地図思想と政治領域」に応
じるものである。その方法や資料については，今後の研究の進展で流動的な部分も多いが，本
稿はその序説をかねた第一報である。以後，地域と時代を変えながら，最終的にはフーコー
（フー コー 1974)が主張するような認識体系の成立を可能にしたさまざまな力や葛藤の「系譜
学」，歴史構造の変容を，実測に基づく近代地図そのものとその言説を対象に， 18世紀~20世
紀前半までの，列強の探検から植民地獲得競争の始まり・終焉までの時期に限定して記述• 比
較考察していきたいと思う。
本稿の対象地域は，特権的貿易会社であった東インド会社が点的な支配からインドという広
大な領域を認識し，それを領有しようとする意志が明確に表われだした18世紀後半の英領イン
ドである。英領インドにおける近代的な地図作製はアジアの中では最も早くに着手され，かつ
高い精度を常に維持しつつアジア諸国の先頭をひた走り続けた。
その地図をめぐる理念の進化の段階は次の2つに区分できる。①18世紀のフランス・イギリ
ス・ドイツなどの絶対王政下で隆盛となった啓蒙思想は，事物の観察と明晰• 合理的な判断に
よって，因習的，旧来のものを批判・否定した。地図作製にもこの影響が明確に認められる。
ただし，ここには一つの留保が必要となる。これまでに得られた航海記録や歴史・地域・民族
の記述などの膨大な情報をつきあわせ，資料批判しながら真実に迫ろうとする姿勢はうかがえ
るが，まだ科学的手法は一部にしか利用されていなかった。②それが19世紀以降になると自然
諸科学の広範な発達によって，科学万能主義が地図にも大きな影響を及ぼすことになる。前者
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の段階では，正確・確実な知識の宝庫に対する合理的な手続きによる認識論的な操作を主眼と
するのに対して，後者，すなわち②の段階では，合理的解決は科学技術によってなされるとい
う顕著な差違が存在する。とりわけ地図作製の場合は，三角測量という絶対無比な測量技術で
達成されるという科学万能主義がその根底にあった (Edney1997 : 17)。地図上の絶対位置と
して示される地名，河川，山，道路，鉄道などの地物の表現の総体こそが地図の完成品である
という立場である。
南インドにおけるカルナティック戦争で活躍し，イギリスの覇権確立に貢献した初代ベンガ
ル総督のクライブLordClive (1725-74)が1767年にカルカッタに設立したベンガル測量局
(Survey of Bengal)は，インド測量局 (Surveyof India)の前身である。その初代局長になっ
たのが，「インド地理学の父」といもいわれるイングランド出身の軍人ジェームズ・レネル
James Rennell (1742-1830)である。この機関は近代的な実測地図を，植民地，保護国，藩王
国など統治形態は異なっていても，最終的には英領インド全体で実施しようとする壮大な目標
を持って，植民地インドの国家的機関となる。さらには，それまで測量局で積み上げてきた技
術を，インドのみならず，アジアの他の英領植民地の地図作製・編纂に人材派遣や技術移転を
通じて，他国での地図製作に大きな影響を与えたことも銘記すべきであろう。
本論では，このレネルが中心となって製作したベンガル地図と，当時のインドと考えられた
範囲全体を描いたヒンドスタン地方の地図とその完成品に付随する資料となった著作や記録を
テクストとする。地図の特色を形式と内容の両面から，技術とその成立を促した社会との関わ
りに留意して明らかにすることを目的とする。正確• 客観的と思われている実測地図も，省略
や記号化が必然的に伴う以上は，「テクストは世界を“ありのまま”に映し出す中性的で透明
な空間でない。描き手には描き手の，読み手には読み手の世界像や規範，価値意識や欲望があ
り，それらが描かれ，読まれる世界に固有の構造や表情を与え，そこから様々な意味＝「世
界」が生産される」（若林 1995: 54)場である。
この小論は，以下の 5章構成をとる。次章では本論に先立って筆者が現在想定している「地
図」のポリティックスに関する方法論的検討を行う。 3章ではレネルがベンガル測量を開始す
る前史というべき背景や他国の地図作製の背景を述べ， 4章と 5章でインドにおける18世紀の
地図作製過程をレネルの地図に即して考察するここの4章はベンガル地図に， 5章はヒンドス
タン地図に対応するが，この区分は単に対象とする地図の違いを超えて，レネル自身の地図作
製に関わる姿勢の違いを反映しており，ひいてはイギリスとインドの政治関与の変質，植民地
拡大過程の断続的な劃期とも関係しているというのが筆者の仮説である。
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2. 「地図」のポリティックスをめぐる方法論的検討
筆者に与えられた研究テーマは， 1s~20世紀前半における「地図」の表象と国家領域をめぐ
るアジア諸国のポリティックスを，英領インド，タイ（シャム），仏領インドシナ，オランダ
領東インド（インドネシア），日本とその外邦植民地である台湾• 朝鮮・中国東北地方などを
比較することである。
メイヒュー (RobertJ. Mayhew) は1650~1850年の 2 世紀わたる啓蒙思想地理学者とその業
績の言説から考察するなかで， 1)テクスト (text), 2)読者 (readership), 3)著者と印
刷・出版文化 (authors,print culture)の3つのアプローチの総合が重要なことを主張してい
る (Mayhew2000: 23)。
これを私の研究課題に引きつけて考えると，テクストとは地図そのものと地図作製に付随し
た諸記録であり，読者は地図の受益者や利用者である。さらに著者については，経歴や業績に
関わる書誌的な考察も必須である。印刷・ 出版文化という点では，地図は用途（実務用，装飾
用，教育用など）によってサイズや綴じ方 (1枚ものとして出版するか，複数枚を一定の秩
序•順序のもとでアトラスとして刊行するか），色彩や微細な表現が必要となることから，印
刷技術やそれを成立させている出版事情にも注目する必要がある。また，実務のための詳細な
地図には最新情報が必須となる。そのため，地図は書物以上に，度々の改訂版が刊行される可
能性が高い。それは情報の修正・付加のみなならず，精度を上げるための，地図作製技術の根
本的な改絹や革新を伴うことある。その点からも人文学的アプローチだけでは不十分で，地図
学的・技術的な考察が不可欠となる。
上のような視点から，どのような事項が地図のポリティックスとして研究されるべきであろ
うか。以下に，列挙してみたい。
1)地図作製の前史となる対象地域の政治的支配の浸透過程と，地図調査を正当化する根拠の
解明
2)地図作製に関わる国家政策とその地域への施行過程の究明
3)地図作製の技術評価，その実働部隊のプロフィールと実務の内容
4)作品としての「地図」の目録作成とその地図学的検討
5)地図作製と地誌・民族誌作製との調査時期のずれとその相互利用の実態
6)地図をめぐる植民地社会と支配者の軋礫，および融和・融合
7)地図利用・受益者である探検家・実務家・官吏・研究者の動向と実際の利用方法
8)土地把握のための地籍事業の施行実体と為政者の土地観，測量技術
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9)植民地での「地図」による国民教育過程，とりわけ教材としての地図や教師の役割
ここで扱おうとしている地図は絵画的なものではなく，実測を伴う客観性・科学性を重視し
た近代地図である。その科学性・客観性の背後には，地図の持つ空間の支配が存在する。その
前提となる仮説として，私は「支配者による地図作製の営為は，地域情報を集積するととも
に，支配領域を視覚化する」を措定する。この仮説をさらに突き詰めていくと，いったん完成
した客観的「地図」は支配を正当化する道具となって一人歩きすることになり，最終的には
“国家領域の創出”まで行き着く。そこでは当然のことながら，支配しようとする側の意志と
その背後のコスモロジーや地理思想が不即不離の関係にある。
地図イメージは，ルネッサンス期以来，個別の地理的陳述として独立することはほとんどな
く，広範囲にわたる装飾的な表象図案を伴うものであった。「装飾された表紙，地図の周囲の
花模様縁飾り (cartouches),ぼかし装飾 (vignettes),献辞，コンパスローズ，縁取り，これ
らはすべて，より広い芸術的表現の語彙のモチーフを組み込んだものであるが，地図の上に描
かれることによって，その地図の政治的意味に焦点をあてて強調する助けとなった」（ハー
リー 2001: 422)。地図装飾のイデオロギー的側面にも注意を払う必要がある。
装飾を施した掛地図を前に，支配者や探検家のみならず，探検を支援するパトロンたちは，
未知の空白を埋めようとする野心をかき立てられる。 15世紀末から始まる大航海時代はいうに
及ばず，ある程度，世界のおおまかな分割が進んだ18世紀においても，ナイル川やメコン川の
源流を探ろうとする試みは，）レートの選択，地図の作製，民情，物産・資源調査などを通じ
て，英•仏・オランダ， ドイツなどの列強の進出の手先となった。
その一方で，地図作製は科学的測量技術とそれを繰れる優秀な技術官吏や大量の実働部隊を
必要とする，きわめて組織的・実務的な側面をあわせ持つ。測量技師が実働部隊をどのように
統率するのかは地図作製の時間やコストと大きく関係する。地図作製には測量日誌のようなき
わめて実務的な性格の記録が付随するとともに，考察や見聞をより昇華させた旅行探検記，一
定の秩序をもって構成された地誌や民族誌とも不可分の関係にある。
最後に，地図を受け入れる社会との関係は間接的かつ選択的であるという点にも留意した
い。国境や領土を色分けした小縮尺地図は，国民としての学校教育にきわめて有効な可視的教
材となりうる。その一方で，軍事関連施設を記入した大縮尺地形図は，作戦や行軍の重要な資
料となるため，その多くは門外不出で秘匿され，ごく限られた軍関係者の利用しか許可されな
かった。地図の利用がきわめてオープンで大衆化している現在の日本の状況は，中国や韓国
の例を出すまでもな<'なお例外的といわざるを得ない。植民地が拡張から衰退を経験し国民
国家が生まれる過程で，地図は意志的・無意識的を問わず，かなり恣意的に利用されてきたと
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いう偏向の歴史を有する。
3 . インド実測地図の黎明
(1)イギリスのインド支配の転機とレネル
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当時の大英帝国は世界各地に存在した植民地を基盤とした植民地帝国であるが，インドは数
ある植民地のなかでも特別の地位を与えられていた。しかし初期の統治形態は，貿易特権会社
であるイギリス東インド会社によって担われた。この会社は，ポルトガルやオランダの東イン
ド会社をモデルに， 1600年に設立された東洋貿易独占のための冒険商人が組織する純民間の
独占的特許会社である。この時期，インド亜大陸では強大な力を誇ったムガール帝国の衰退が
顕著になっていた。これに乗じてイギリスは，インドの植民地化を企てる。 1612年，イギリ
スが最初に商館 (factory)をもうけたのは西海岸のタプティ川河口，グジャラート朴lのム
ガール帝国の綿織物貿易港でもあったスーラト (Surat)である。商館といっても実質的には
要塞化した海岸の拠点であり，ここが領土拡張の拠点となった。
イギリスはムガール帝国の勢力が弱かった南インド沿岸部を中心に商館網を拡大していく。
1639年の東海岸のマドラス， 1661年の西海岸のボンベイがその勢力拡大の拠点となった。い
ずれも管区 (presidency) と呼ばれて，州都であるが，後に創設された新設州とは異なり，他
のfMより高い地位を与えられていた。
同じ頃，フランスもインドで領土拡張の野心をもっており，その拠点として， 1672年に東
海岸のポンデイシェリ (Pondichery),1673年にはベンガルのフグリ川左岸のシャンデイナガ
ル (Chandenagore)に商館を設置してイギリスと対立した。 1740年，オーストリア継承戦争
に端を発して南インド最大の穀倉地帯カーベリデルタのカルナティック太守 (nawab)の継承
に介入して，英仏は戦火を交える。フランスは一時はハイデラバード藩王国を掌握することも
あった。イギリス東インド会社の文官であったクライブは武官に転向して，幾多の戦績を収め
た。 1763年間までの 3度のカルナティック戦争で，イギリスの南インド支配は決定的なもの
となった（山本 1960)。
やがてイギリスの触手はムガール帝国の直轄領であった北インドに向かう。ベンガル太守シ
ラジャドゥラがカルカッタのイギリス商館を占領すると，クライブがマドラスから司令官に任
命される。クライブはカルカッタ北方のプラッシーの戦いで太守とフランス連合軍を打ち破
り，多額の賠償金とともにベンガルにおけるイギリスのインド支配を確実なものにした。この
功でクライブは1758年ベンガル知事 (governor)に任命される。カルカッタの南の24パルガナ
(24 parganas) , ミドナプル (Midnapur), ブルドワン (Burdwan),チッタゴン (Chittagong)
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の割譲をかちとり，自らも24パルガナの封土を得ている（浜渦 1999: 49-54)。ここにいたっ
て，東インド会社はインド諸侯の一つにすぎなくなるが，そこで働くライター（海外勤務社
員）やマーチャント（社員）は莫大な利益をあげ，その富をイギリスに持ち帰ることが可能と
なった。その権利が高額で売買されることもあった。本来はムガール帝国の太守に使われてい
たnabobという単語は，この時期，インド帰りのイギリス人インド成金を意味するようになっ
た。
クライブはいったん本国に帰国したあと， 1765年には 2回目のベンガル州知事に任命され
た。ムガール皇帝からイギリスはベンガル，ビハール，オリッサ31'1-1の徴税権（デイワニー）
を獲得した。これによって，イギリスは徴税とそれに関わる裁判権を自らの手中に収め，実
質，東インド会社は商社機能から政治的主権者に移行したのである（今田 2000:34)。イギリ
スのインドヘの“まなざし”は北インドヘシフトする。北と南のインドが結合して「インド」
が創出される。この史実をエドニーは次のように述べている。
1760年代から1770年代の期間， 2つの地域的枠組み（訳者注：南インドと北インド）が完全に統
合され新たな地域としての「インド」という概念が生まれた。その概念はムガール帝国を支配す
るいろいろな野心によって特徴づけられる。このムガール帝国はすでにインド亜大陸全体に拡大
していたが，今や，イギリスの関心はその先例に従い，南インドと北インドの両方に拡大して
いった。新しい地域は，ムガール帝国，その後継国，イギリスの利益の三つ巴となって対立する
範囲として，地図化された。西はアフガニスタンから東はマラヤまでの広大な地域であった。そ
の自治権はインド亜大陸の南北枢軸と一致するように地図の中軸線を再定置することで，図とし
て示された。ここに近代インドが誕生する (Edney1997 : 9)。
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図1 インド測量・地図略年表
(Edney 1997の図の一部を筆者翻訳）
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ベンガル州知事は他の管区よりも高い地位の官職として，ベンガル総督 (governorgeneral) 
に格上げされて，インド行政を統制する中央政府的な監督権も与えられることとなった。その
初代ベンガル総督としてクライブが昇格する。
レネルのベンガル地図作製事業の任命は，まさにこの北インドヘの橋頭堡となるべ<'きわ
めて実践的な要請から発している。レネルのインド滞在中の命令権者は一貫してクライブで
あった。図1はエドニーによる包括的なインドの地図測量事業と責任者や主要事項を図化した
年表から，地図測量関係に絞って簡略化したものである。以下の記述で随時参照していただき
たい。
(2) レネルの略歴
レネルはイングランド南西部，コーンワル (Cornwall)半島中部のデボンシャー (Devonshire)
J州（デボン州）のチュドレイ (Chudleigh)村に生まれた。父は砲兵隊長で，彼も14歳で海軍
士官学校候補生として，ブリリアント快速帆船に乗り込み，ブルターニュ半島北岸のサンマロ
近くのサン・カスト湾の測量をしている。 1759年にはレネルは志願してイギリス東インド会
社の海軍船団に加わり，マドラスなど停泊する各地の港湾で測量経験を積んだ。さらに1763
年には，東インド会社の海軍測量技師として，マラッカ海峡やオランダ領インドネシア海域，
フィリピン諸島を航海したり，マドラスの商船でセイロン島との間のポーク (Palk)海峡など
の測量を実施したりした。
1764年にベンガルに行き，常設駐屯地 (fort)の見習い技師として将校任命辞令をうける。
その任務はベンガルデルタの測量と地図作製であった。測量探査の終了した1776年に32歳で
軍役を引退し，ベンガル測量局長となる (77年まで）。肩書きとしてレネルにつけられる
majorはベンガル測量局長という特殊部門の長の称号である。
レネルは76年にロンドンに戻り，その後半生はインド滞在で集めたデータをもとに著述に専
念することとなった。その最初の代表的著作が1779年の『ベンガル地図帳』で， 1781年に第
2版が出版されている。以後，この地図帳は実質1850年までこの地域において標準となった。
さらにレネルは，ガンジス・ブラマプトラ両河川がいかに巨大なデルタをベンガル湾に形成し
ていったか，その過程について専門的な論文を発表している (Rennell1781)。また，インド
洋，大西洋の海流に関する多くの情報を収集するとともに，世界レベルで海洋水について系統
的な観察を行った。亡くなった 2年後には，ほとんど完成していたAtlanticOcean and 
Those which Prevail Between the Indian Ocean and the Atlantic Oceanを娘が持参した。こ
れは大西洋の海洋水に関する最初の包括的な視点を提供した (Jamesand Martin 1981 : 107-
46 
108)。
もう一つの大きな著作群が，ヨーロッパ古代史におけるアジアやアフリカと交流のあった偉
大な歴史家や探検家のルートの考証である。
(3) フランス地図学の影響
18世紀半ば，大英帝国では，物産・資源探求的な探検に加えて，博物学的な関心が混在した
科学的探検が沸騰した。その先駆けがクック (1728-1779)の太平洋航海であり，オーストラ
リア領有は海洋探検の成果であった。
レネルのインド亜大陸のベンガル地方の地図作製は，一般には科学的旅行 (scientific
travel)の成果としてとらえられる。彼自身が軍属であったこともあり，探検家の肩書ではな
く，科学的旅行家として分類されることが多い (Livingston1992 : 126-130 ; James and 
Martin 1981 : 106-108)。ただし，レネルはクックや彼に同行したヨゼフ・バンクス Joseph
Banks (1743-1820)のような博物学的な関心は希薄である。広域の測量によって，これまで
あいまいに推定されたり，想像の域にあったりした地物や町・村を絶対座標の中に定置するこ
とをめざした点では，系統は異なるがやはり科学的探検家の範疇に入れるのは正鵠を得てい
る。網羅的・同質的な調査を， 1枚の地図という作品に仕上げる職人的な技をレネルはフィー
ルドで学び，実践していったのである。
フランスは17~18世紀にかけて実測地図作製のための手本となった国である。パリ天文台長
のジャン・ピカールJeanPicardは，十字線付き望遠鏡を用いて， 1669年に早くもパリを通過
する子午線によってパリ南方で測角を使用した弧長測量を行っている。この事業を引き継いだ
のはジャン・ドミニックおよびジャック・カッシニ JacquesCassini父子やその一族である。
この一族はナポレオン 1世の庇護を受けてお雇い地図家となり， 1683年以降，パリを通過し
てフランスを南北に縦断する三角鎖について測量を開始した。ダンケルクから南のコリウール
までの弧長測量を実施し，南北が長い伸長体であるという結論に達した。しかし，ニュートン
らは地球を横に細長い扁平体と主張したため，英• 仏・オランダの学界を巻き込んだー大論争
となった。この論争を契機として，フランスの測地・測量事業は大きく発展した。 1735年， J.
カッシニの進言によって，ルイ15世は高緯度と低緯度における弧長測量のための調査測量隊を
派遣する。
結果論としてはニュートンの扁平体説が正しかったが，フランスではこれを契機に， 1740
年以降， 19本の基線と800個の三角鎖がフランス全土をおおう三角測量による大縮尺地形図作
成の基礎が作られた（織田 1973: 169-183 : 武田 1979: 9 -12)。ルイ15世による縮尺8万
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6400分の 1地形図作製事業は，途中財政難に見舞われながらも約80年間継続されて， 182葉の
地形図 (CarteGeometerique de la France)が1818年にフランス全土を覆って完成した。
このカッシニ一族のあとを継いで，古今の各種資料を選択•校合して正確を期する方法が地
図家ジローム・ドゥリール GuillawneDelisle (1675-1726)によって開発された。 1700年に初
版が出た東西両半球図がその代表的作品である。
この方法をさらに厳密に適用したのが後継者のパリ生まれのダンヴィルJeanBaptiste 
Bourguinon d'Anville (1697-1782)であった。彼は終生パリに拠点をおいて，膨大な資料をも
とに正確な地図を国家の要請で作製・改訂していった地図家である。製作数は210葉にのぼる。
その初期の代表作の 1つが1727年の「アフリカ地図」である。エドリーシやレオ・アフリカ
ヌス，ポルトガル人航海者などの地図情報を批判的に摂取して，厳格な合理的解釈によって取
捨選択して地図を描いていくと，海岸線や内陸に大きな未知の空白部を認める結果となった。
ダンヴィルの地図は，啓蒙思想の申し子のような手法の集大成であった。
ダンヴィルの円熟期の作品が1752年に刊行された「インド地図 (Cartede L'Inde)」で，レ
ネルの地図が出版される以前において基準となった正確なインド地図である。この地図は17世
紀後半のアウランゼブによるムガール帝国の南下を描き，インド亜大陸全域を地図化してい
る。レネルのイギリスに戻ってからの後半生は，まさにこのダンヴィルの方法をインドで自ら
築き上げた人的ネットワークや地位をフルに活用し，イギリス以外のインドに関する情報も校
合しながら，ダンヴィル以後で最初のインド全図を作製することに注がれた。レネルはダン
ヴィルの地図の一地点の絶対位置確定のために，古今の地図や旅行記などを渉猟するととも
に，インドの距離単位であるkosが北インドだけにしか適用できないことをこの地図の比較か
ら論じている。
4. レネルの『ベンガル地図帳』
(1)ベンガルデルタの測量
レネルのベンガル行きは，ガンジス川からカルカッタヘ，スンダルバン（ベンガルデルタ西
南部河口のマングローブ地帯）やメグナ川経由よりも短い大型船が航行できるルートを見つけ
ることが当面の任務であった。そのため，レネルの4回の探査は1764年3月からカルカッタ
を皮切りに，北・東ベンガル地方の大部分の測量を実施している。このときの日誌から調査の
期間は次のようになる。
第 1 回 1764年 3 月 7 日 ~8 月 4 日
第 2 回 1764年 9 月 19 日 ~1755年 3 月 4 日
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第3回 1765年 3 月 9 日 ~7 月 4 日 ダッカでけがの治療のため長期滞在
第 4 回 1765年10月 10 日 ~1766年 2 月 26 日
レネルはアッサム朴Iのブラマプトラ川左岸の町ゴアルパラ (Goalpara)からアッサム王国の
フロンティア，さらにクチビハール (CochBihar) , ラングプル (Rangpur)を探査した（ベ
ンガル地図5参照）。ここでレネルは狂信的な部族のサニヤシ・ファキール (SunyashiFakir) 
の一団に取り囲まれ，九死に一生を得ている (LaTouche 1910)。その記録がレネルの The
Journals of Major James Rennel, First Su切 eyorGeneral of Indiaで， 1910年の『ベンガル
アジア協会報告』 (Memoirsof the Asiatic Society of Bengal)の3号に掲載されている。
1771年には以前傷を負わされたサニヤシ・ファキールの征伐に派遣され，成功を収める。
ただし，レネルがインドでの名声，栄誉，十分な報償・年金と引き替えに，健康を害したこと
は多くのインドヘ渡ったイギリス人と同じである。
レネルは現地人兵ー隊を引きつれ， 7年にわたって地方をまわり，緯度を測定し，耕地を
調べ，河や集落や地形に関する情報でノートをうずめた。この当時には，測量の仕事を命
じられるのは死刑の宣告にも等しかったと思われる。レネルの場合には，これが恐ろしい
ほどあたっていた。彼は，ジャングルで熱病に苦しみ，乾燥地の藪では毒蛇に，高く伸び
たエレファント・グラスをかき分けていて虎に襲われた。また，低くたれた枝から，一頭
の豹がとびかかってきて五人の兵士を鋭い爪にかけたことがあったが，レンネルは筋肉質
の痩身をひるがえし銃剣をつかむと，牙をむいてうなる豹の口を突き刺した。略奪者の集
団と戦ったときには，サーベルで深手を負い，クライヴが会社の理事にあてて報告したと
ころでは，測量者は「虫の息」になったということであった（ウィルフォード1998:240)。
(2) 『ベンガル地図帳』の特色
レネルのベンガルとその周辺地域の調査はイギリスに帰国後4年かかって出版されている。
それが1780年に出版されたベンガル全体の詳細な地図集BengalAtlas, containing Maps of 
the Theatre of War and Commerce on that side of Hindoostanである。これがいわゆる『ベ
ンガル地図帳』といわれるものの初版であるこ最初のインドにおける広域測量にもとづく地図
として非常に評価が高い。実質，ベンガルではこののち半世紀以上にわたってさまざまな人た
ちにこの改訂版 (1781年）が利用された。
当時のサブタイトルはその内容の特色を詳しくしかも隠喩もふくめて象徴的に述べたものが
多いが，これもまさに「ヒンドスタン側における戦争と商業のドラマの地図」という但し書き
がついている。その内容を表 1 に示す。大きくは 1~s のベンガル・ビハール地方の 5 マイル
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表1 レネルの『ベンガル地図帳』の掲載地図
地 図 名 称 縮 尺 地図の種類 備考，収録範囲
A. 内陸水運図 主題図 本編の図4
B. ベンガル，ビハール索引図 索引図 本編の図3
1. ガンジスデルタ 5マイル 1インチ 一般図 索引図 I
(1: 316800) 本編の図5
2. ジャングレテリー県とその周辺 5マイル 1インチ 一般図 索引図Il
3. 南ビハール 5マイル 1インチ 一般図 索引図皿
4. 北ビハール 5マイル 1インチ 一般図 索引図w
5. ベンガルの北部諸地域，ブータン，モラン 5マイル 1インチ 一般図 索引図V
グ，アッサム辺境地 本編の図6
6 . ガンジス低地地域（マルダ川～シレット） 5マイル 1インチ 一般図 索引図VI
7. フグリ川西岸部とマハラータ辺境地 5マイル 1インチ 一般図 索引図VlI
8. 南ビハールの征服地方（ラムガル，パラマ 5マイル lインチ 一般図 索引図VJ[
ウ，チョタ・ナーグプルなど）
9. ベンガル・ビハール全図 1: 1000万 一般図
10. アウド，アラハバード（アグラの一部，デ
一般図
リー ）
1. コシムバザール (Cossimbuzar)島 一般図
12. ダッカ市とその周辺 一般図
13. アラハバードからカルピイ (Calpy)へのド 一般図
アーブ地域
14. ガンジス河川図 1: アラハバード～パット 河川図
ナー
15. ガンジス河川図 2: パトナー～スラダ 河川図
(Suradah) 
16. ガンジス河川図 3: スラダ～カリゴンガ 河川図
(Calligonga) 
17. ガンジス河川図4: カリゴンガ～メグナ・ブ 河川図
ラマプトラ川との合流点
18. ブラマプトラ川：ルキア (Luckiah)川の源 河川図
流からアッサム
19. フグリ川：ナディア～河口 河川図 本編の図7
20. スンダルバンとバリガート (Baliagot)水路 河川図
21. アウダヌラ (Oudanulla) とチュナルグール 特殊図
(Chunargur) 
22. バクサール (Baxar)の戦いの概略 主題図
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lインチ地図と，より詳細な部分図 (10-13), ガンジス川やブラマプトラ川，フグリ川など
を中心にその両岸を詳細に描いた河川図（表lの14-20),その他の地図（戦蹟図など）の4
つに分類できる。
ただし，本稿では， 1975年にパットナーで出版された復刻編集版のJamesRennell's 
Merrwir and a Map of Hindsustan or The Mughul Empire and his Bengal Atlasを資料とす
る。これは後に述べるインド全図の膨大な報告書 (Rennell1781)の要旨を編者自身がまとめ
たものと，初版の『ベンガル地図帳』を合体したものである。その地図帳につけられたレネル
自身の内容の紹介 (Advertisement)は単なる広告というよりも，この地図帳の性格や利用者
などについて，最もアピールしたかった点をレネル自身が執筆したものである。
レネルの測量技術については，道路に沿った距離と方位，基点 (controlpoint) となる経度
と緯度，格子線の使用など，当時の科学技術が駆使されているが，緯度経度は天文測量による
ため誤差が大きかった。レネルの時代，前章で概観したように，三角測量による実測地図作製
の方法はすでに知られていたが，広範囲に三角測量を実施することは，膨大な経費と人員を要
するため，短期間に目的を達成する事業には利用されなかった。その代替として，まず，広域
にわたって多数の地名・地物を定置するために，基本的には踏査経路に沿った比較的簡便な機
器による緯度・経度の測量が中心となった。ベンガルの場合は河川がその中心的なルートと
なった。
主な使用機器としては，船上
で経度を測定するために用いる
精度の高い時計であるクロノ
メーター(chronometer),ハッド
レー四分儀(Hadley'sQuadrant) 
とそれを補うためのコンパス，
鎖などである。クロノメーター
はレネルがインドで初めて用い
たとされる。ただし， 1787年
に至っても，六分儀 (sextant)
や四分儀はカルカッタで所有し
ている人から借出して調達して
いるような状態であった (La
Touche 1910 : 104)。
図2 レネルによるコムリン岬の経線決定法
¥Edney 1997 : 101) 
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レネルの方法はまず海岸線を含む経緯度
の主軸を定めることから始められた（図
2)。その起点として，レネルは南インド
のマドラスを選ぶ。マドラスは英仏が早く
に覇権を争った地域であり，双方の地図に
関する位置情報が集積していたからであ
る。すでにフランスの測量家らによる天文
観測によって，経度の値は得られていた。
それをレネルは疑って，マドラスからセン
ト・ジョージ要塞 (St.George Fort) まで
の経度を，バルナード (1746-1830)の
1767~74年のマドラス管区地図やフラン
スのダンヴィルの地図などのデータを用い
て再チェックしている。その結果，コロマ
写真 1 コモリン岬（筆者撮影， 2002年9月）
南インド最南端（ケーララ朴I)に位置するコモリン岬
(Cape. Comorin)はインド洋・アラビア海・ ベンガル湾を一
望できる。ヒンドゥー教の聖地で岬の先端の海上の岩山にた
つ女神クマリを祀子寺院の名にちなんでカンニャクマリ
(Kanya Kumari) とも呼ばれる。プトレマイオスの地図にも記
載され，多くの測量記録があるため，レネルもここを 1つの
位置決定のための起点とした。
ンデル海岸の最東端のネガパトナム (Negapatnam)の絶対位置（北緯10度46分，東経79度50
分35秒）がかなりの程度満足できることを確認する。かかる既存データの懐疑から出発する徹
底的な姿勢は，啓蒙思想の共通的な特色である。ここから南方70kmのコロマンデル海岸にある
フランス領インドの首都ポンデイシェリー (Pondichery)経緯度を定め，最終的にはインド亜
大陸最南端のコモリン岬（写真1)の経度を東経77度42分35秒と確定した。
それでは，このような厳密な絶対位置比定の手続きを経て作製された『ベンガル地図帳』を
利用したのは，どのような階層の人たちだったのだろうか。『ベンガル地図帳』は，まずもっ
てベンガル支配者層 (BengalEstablishment)のジェントルマンが使用するための携行可能な
地図 (map) をめざして作製された。地図が被になることよりも，旅行家はかさばることをい
ちばんいやがる。しかし，折りたたみ地図は，その必要性がなくなったときにはやっかいな代
物となる。そのために，この2つ折り判 (folio)地図から，同じ地図を図書館や業務用には，
別の一枚物の紙に同じ地図を印刷した。
上に述べたようなことから，ベンガルの地図を本とするために一定の大きさに分ける必要がある。
私はそれぞれの部分が相対的に明確な位置を保つために，ベンガルの自然区分を重視して地図を
分割した。この目的のために，河川，道路，丘陵列などによって区分し，それぞれの図の大きさ
が異なることや図郭が不規則な形になることは考慮しなかった。ベンガルの下流域は多数の河川
や小水路がほぼ全域に分布するため， 2つの地図ではできるだけ内陸水運について概観すること
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図3 『ベンガル地図帳』の索引図
にした。それが最初の地図（野間注：前掲49頁の表lのA)で， ベンガル南部の内陸航路全体が
示している。それはカルカッタ， ムルシダバード， ダッカ， ロッキープール， チッタゴン，
ティッペラ間の地図である （以下略）。 (Rennell1781) 
つまり，実用を重視して，経緯度によって機械的に地図を同じ大きさの長方形の地図に分割
するのではなく， 自然区分を重視して， ベンガル・ビハール地方の地図を IからVIlに分割した
ことが序文に明瞭に示されている （図3)。
図4はガンジス， メグナ， ブラマプトラ下流域の内陸水運ネットワークを示したものであ
る。実線は通年航行可能なもの，点線は通年航行が不可能なものをさす。掲載図は原図の一部
を示したものであるが，原図の西端はガンジス本流のアルハバード (Allhabad)で， アウドの
領域になる。東端は図にもみえるようにシレット，その西のバンガ (Banga)である。現在の
河川流路と当時のブラマプトラ川流路は大きく異なる。 これは1762年の地震によってラング
プルからほぼ南に直下する現流路になる以前の状態を示している （野間 1990:327)。現在，
旧ブラマプトラ川といわれているのが，当時明瞭に本流であることを地図上でも線の太さの違
いで表現している。
また，主要な都市，地方 (Province)の首都， 町・村 (Town,Village)が地名の字体，記
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図4 『ベンガル地図帳』 (1779)の内陸水運図
号で区別されている。いちばん上のランクの都市としては，カルカッタ，ダッカ，ムルシダ
バード，パットナー，アラハバード（この最後の2都市は図4の範囲外）などである。カル
カッタの南の24パルガナからジェソールの南に広がるスンダルバンや三大河川が合流したあと
の広大な河口部分は不完全にしか描かれていない。そのため，ベンガル湾を経由して河口を遡
る）レートはこの図を使用する限りは役立たない。つまり，この主題図は，鉄道発達以前におけ
る，内陸の中心都市から範域のなかの都市や町へ至る当時の最も重要であった長距離内陸水運
を念頭に置いたものであることが判明する。この図に関連して，『ベンガル地図帳』には主要
都市間の距離を示した長大な表が掲載されていることもこの推定と対応する。
さらにベンガル南部の内陸水運ネットワークを重視した地図を『ベンガル地図帳』の冒頭に
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図5 『ベンガル地図帳J(1779)の東ベンガル南部
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図6 『ベンガル地図帳』 (1779)のブラマプトラ中流域
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配していることにも大きな意義がある。すでにイギリスの傘下となったベンガルとビハールの
一部を全体として 1枚の地図で示すことによって，この広大な地域の一体的な支配体制を確認
することになった。
この内陸水運図に関連して，レネルはベンガルの旅行者のために，季節別のベンガルの内陸
水運の詳しい記述を行っている。北西の暴風雨 (Northwester),雨季の航行の危険性や乾季の
航行の注意点などきわめて具体的である。また末尾には，カルカッタ，ダッカ，ムルシダバー
ド，パットナーから内陸水運による区間距離を示して，旅行の便に供している(Rennell1780)。
レネルはこの地図の刊行後， Memoirといわれる報告書を1783年に刊行し (Rennell1783) , 
その改訂版を85年に出している (Rennell1785)。その内容は非常に多岐に及ぶが，大きくは，
インドの自然，領域，民族，各地域の特色をムガール帝国の盛衰と関連づけて解読した部分と
地名・位置比定のために使用した古今の各種資料の批判的検討である。
図5は索引図（前掲図3)の範囲をカバーしたベンガル湾に近い東ベンガル南部のレネル地
図で，元来の縮尺は 5マイル 1インチ，約32万分の 1である。ガンジス川とメグナ川がデルタ
の先端まで合流しないでベンガル湾に流入すること，ベンガル湾に位置する島（ションデイー
プ，シャハバズプール島など）はその形状が現在とは大きく異なる点など，当時の景観を知り
うるー級の資料となっている。
図6は同縮尺の北ベンガルを示す（表1)。ブラマプトラ川がアッサム地方を西流し，ベン
ガル東部のラングプル周辺までが描かれている。地形測量は実施していないため，山や尾根筋
は線的な絵画的表現になっている。ヒマラヤの前山にあたるジャングル地帯も数条の山地記号
で線的に描かれ，その地はブータン (Bootan) となっている。こことアッサム河谷間は
Bootan, BisneeとMocumNarvain国として，ほとんど白紙状態にとどまっている。またラン
ガマティ (Rangamatty) という現在はコミラ県（バングラデイシュ東部の県）の地名が広く
アッサム河谷の西部をさし示しているのも興味深い。
図7はレネルの地図の中で最も大縮尺の一群に入る。カルカッタを中心としたフグリ川沿岸
図である（表1の9参照）。測量が基本的に内陸水運を中心に線状に進行していったため，集
落も河川に沿いは密度が濃く書かれている。樹木• 植生（湿地，平地部）を絵画的な表現に
よってしめす手法は，後のインドの地租調査 (RevenueSurvey)などの凡例に引き継がれて
いる。要塞や商館（イギリスとフランスを区別する），墓地なども記号化して記入されている。
カルカッタの市街地は総描化されているが，支配の拠点ウィリアム要塞 (FortWilliam)はこ
の市街地に隣接して目立つように記載されている（東隣の記号がこれに該当する）。
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図7 『ベンガル地図帳』 (1779)のフグリ川沿岸図
6 . レネルの『ヒンドスタン地図』
(1) ヒンドスタン地図作製の経緯とその政治的背景
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1780年，レネルは他のインドでの任官仲間よりは遅れてイギリスに戻った。すでに38歳に
なっていた。帰国後は十分な年金をもとに妻と 3人の子供といっしょに，ロンドンのSuffolk
通り23番地に居を構えた。 1781年3月には王立協会 (TheRoyal Society)のフェロー（特別会
員）に選出されている。この王立協会は清教徒革命のさなかの1660年11月に宗教と政治の不
毛の対立を嫌って設立されたイギリスの自然科学におけるイギリス最古の学会である。 1662
年チャールズ2世の勅許状を得てロイヤル・ソサエティーと称し，ダーウィンのビーグル号航
海 (1831~35) などの探検資金も提供している。ニュートンも会長を務めたたいへん由緒あ
る団体で，ここでのアカデミックな雰囲気の中で，彼の最初の文献研究の報告書である
Memoir of a Map of Hindoostan or the Mogul's Empire: With an Examination of some 
Positions in the Former System of Indian Geography; and some Illustrations of the 
Present One: And a Complete Index of Names to the Map. が1783年に出版された。これは 1
インチ緯度 1度（縮尺約300万分の 1)の縮尺である 2葉の地図を中心とした146頁の報告書
である。
178碑の第2版MemoirojaMapofHindoostanortheMogulEmpire:Withanlntroduction, 
Illustrative of the Geography and Present Division of that Country: And a Map of the 
Countries Situated between the Head of the Indus, and the Caspian Seaではさらに多くの
58 
地図が加わり， 1793年の第3版では4葉の地図は 1インチ2分の 1緯度と倍の大きさになっ
た。地図に描かれる範囲がインダス源流からカスピ海まで拡がり，西南アジア内陸部も描かれ
ている。以下，これら一連の地図・ 報告書類を「ヒンドスタン地図』と略称する。
インダス流域はインド亜大陸では最後にイギリスのインド支配に組み込まれた地域である。
アフガニスタンのドウラーニー朝の支配を離れて，パンジャーブ地方ではシク教徒が宗教的領
国 (misl)の連合体を作り出していた。そこにランジート・シンによって一大シク王国が誕生
する。
一方，南インドでは，なんとか独立を保っていたのはデカン西北部のマラータ諸侯，ハイデ
ラバードのニザーム政権，デカン南部のマイソール王国だけとなっていた。 1780~84年，
1790~92年の第 2 次• 第3次マイソール戦争でイギリスは領土の半分を割譲させ，全面植民
地化への布石を着実に築いていった。このようにして， 19世紀初頭の南インドにはイギリス領
かイギリスの保護国である藩王国しか存在しない状況になっていた。急速なイギリスの領土拡
大の勢いが，レネルをして，イギリスのインド進出に対する賛美と自信を植え付けさせたので
あった。
マイソール王国は一貰してイギリスに敵意をむき出しにしてきた例外的なイスラーム王国
で，ヨーロッパの軍事技術を積極的に取り入れるなど近代化を急いだ。一方，マラータやハイ
デラバード藩王国などは政治的に英仏の間をゆれ動きながら，最終的には反マイソールで一致
したことが原因で， 1799年の第4次マイソール戦争で滅亡する。
レネルの『ベンガル地図帳』が彼の直接指揮した測量の結果を中心に絹集した地図帳である
のに対し， 83年に公刊された『ヒンドスタン＝ムガール帝国地図』 (Rennell1783)はデスク
ワークの成果である。彼以前の北インドの探査報告や地図の情報を一つにまとめて編集したイ
ンド全図である。レネルの伝記を書いたマルカーム (C.R. Markham) をして「この仕事は，
まさにレネルが単なる測量技師，製図家を脱して，より広い意味での地理学者になった時期の
記念すべきものである」 (Markham1895 : 85) と言わしめた画期的な地図であった。
1793年の第3版のヒンドスタン地図で，以下のような序文をレネルは記している。
今や我々はインドにおけるすべての主要な列強諸国と幾多の戦争や同盟・折衝に没頭し，イギリ
スの軍旗はインドの一方の端からもう一方の端まで翻っている。ヒンドスタンの地図は，我々イ
ギリスの政治関係の地方的な状況や軍隊の進軍過程を説明するもので，我々の輝かしい勝利や，
世界の4分の 1の範囲で起こった出来事の現在の重大な状態にきづいている人たちにとって，そ
れぞれの興味を非常にかき立てるものである (Markham1895 : 86)。
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(2)地図の編集と情報収集
レネルはこのインド全図を完成させるための情報として，実地に踏査・測量したベンガル，
ビハール，オリッサ地方以外については，多くのインド滞在時に得た人的ネットワークを活用
している。
とりわけ海岸線の確定には多大な労力を投入して正確を期している。東インド会社の水路学
者，ダリュムプル (AlexanderDalrmple)をはじめ，ボイベイの緯度やマラバル海岸に沿った
経緯度を測定したハッダルト (JosephHuddart), ベンガル湾の海図を作成したトッピング大
佐 (CaptainMichael Topping) , ペルシャ湾やインド西海岸の測量をしたマッククルーアー大
佐 (Mccluer)などである。マドラスなどの東海岸はコール (Call), ピアース (Pearse)大佐
らの海洋測量技師，さらには前述したフランス人地図家ダンヴィルらの情報と地図がもとに
なっている。
内陸中央部，インダス低地，ラジプッタナー，パンジャーブ地方に関してはベイカー卿によ
るペルシャ語からの翻訳地図を用いたほか， AyinAkbari, Ferishta, Shrrrif-u-dinらから得た
地名，ダンヴィル地図からラジャスターンやカシミール地方への侵入者のルートを検討し，ガ
ンジス川からクリシュナ川にかけての内陸の広大な地域はバッシー (M.Bussy), カルピ
(Calpi)からアラビア海沿岸の港町スーラトヘのルートはゴッダルド (Goddard)将軍らの進
軍）レート，コインバートルヘのフラートン大佐 (Fullerton)のマイソール戦争での行軍ルー
トなどからも多くの情報を得ている。
また，レネルはサンスクリット学者のウィルキンスや，その義理の息子でアイルランド人の
マルスデン (WilliamMarsden)には常に協力を仰いでいた。とりわけマルスデンはマレーや
スマトラの研究，マルコ・ポーロの探検ルートなどを探った人文学者で，ロンドンのアカデ
ミックなサロンの中心人物，王立地理学協会の先駆者となった人物でもある。
全体，とりわけ南インドに関してはダンヴィルの地図との校合が不可欠の作業となった。彼
がサヌプ川 (Sanup) をイラワジ川の支流としたのを，レネルはインダス川の支流と修正する
などの新たな知見も盛り込まれている。レネルは自分と同じように船員・測量技師から地図家
となったダプレ (M.D'Apres)には強い共感をもっていた。彼のインド以東の海洋に関する情
報は『ヒンドスタン地図』に大いに活用している (Markham1895 : 77-81)。
これらの膨大な資料の厳密な校合から生まれた『ヒンドスタン地図』によって，レネルは王
立協会から1791年にコプリー賞を受けている。
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図8 レネルの第 3版『ヒンドスタン地図』 (1788年）
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(3) 『ヒンドスタン地図』の特色
図8は1788年のイギリスマイルの縮尺による第2版のインド道路全図（東側一部は紙幅の
関係で省略）である。主要道路と行政区分が示されている。行政区分としては，ムガール帝国
全盛期であるアクバル時代の中期のスーバ (Suba) といわれる15州を基準としている（旧来
の12のスーバに，ベラール，カンデシェ，マーマンダカールが加わる）。これが，ベンガル
(Bengal), アウド (Oude),ベラル (Berar),マラータ (Maratta), カルナティック
(Carnatic), サルカール (Circars), ラージプート (Rajipoot), ティッポ (Tippo),ニザーム
(Nizam)などで，パンジャーブ地方はシク (Seiks),現在のアフガニスタンのカンダハリに近
いあたりはアバダリ (Abadali), ヒマラヤ南麓の地域は全体がブータン (Bootan) と記載され
ている。ベンガルの東には当時ビルマ族の国家アヴァ (Ava)があったが，この図には記入さ
れていない。ただし，地形としては，山嶺線と主要河川がごく大まかに描かれているにすぎな
い。
オリジナルの地図ではイギリスの支配，すなわち東インド会社の支配地を赤色，東インド会
社の同盟国を黄色，マラータ諸侯国を緑色，ニザームの領土をオレンジ色，マイソールのティ
プ (Tipu)スルタンの領域を紫色，シク王国を水色に色分けしている。赤色の部分にはベン
ガル，ビハール以外に，東海岸の北サルカール，カルナティック，ボンベイ，ベナレスなども
含む。同盟国にはアウドやムハメッドアリのカルナティックなどが含まれていた。
当時，ヒンドゥー勢力としてはデカン高原のマラータ同盟，ラージプート諸国があり，その
他の北インドとカルナティック，アウド，ベンガルや南インドのニザームなどはイスラム勢力
が優勢であった。衰えたとはいえムガール帝国の本拠デリー周辺にはムガールの文字が小さく
明記されている。アラビア海に面したマラバル海岸と西ガーツ山脈の間にあるトリバンドラム
（現在のケーララ州）はカルナティックに含まれている。
さらにレネルはこの『ヒンドスタン地図』自体もより倍の縮尺 (291万8400分の 1)でA
New Map of Hindstanを1788年に刊行した。さらにこれとセットになるべき第2版の報告書
A Memoir of a Map of Hindoostanが1792年に刊行された。これは初版の報告とは全く内容を
新たにするものである。
ヒンドスタンという用語は，一般にはヒンドゥーの地，インド地方として初期のイスラーム
が征服した北インドの平原全体をさす。この解釈を広義にとると，インダス・ガンジス川両流
域をさす。しかし狭義にはガンジス流域のみをさすことが多い。
しかしこの用語は，同時にムガール王国の版図と重なる意味で用いることもヨーロッパでは
多い。 1700年までにムガール帝国の全盛時には南インド南端のコムリン岬まで支配していた
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から，ほぼ全インドをさすことにもなるc レ
ネルはまさにこの後者の慣用法を最大限に活
かして，イギリス支配の領野にはいっている
インド亜大陸とその周縁まで含めて「ヒンド
スタン」としたのであった。
しかも，この時期の地図帳は決して現在の
地形図のような消耗品的な取り扱いではな
く，強烈なメッセージ性を秘めたものでも
あった。
レネルの『ヒンドスタン地図』の表紙の銅
板花模様禄飾りは，東インド会社の社員がイ
ンド洋から上陸し，ブラーミンのインド人教
師がヒンドゥーの法律• 学術的典籍であるサ
ストラ (sastra)を，女性像であるブリタニ
ア像に手渡しているところを描いている（図
9)。ブリタニアはイギリス帝国を象徴する
図9 レネルの『ヒンドスタン地図』 (1782)
の表紙の図像 (Edney1997 : 14) 
兜をつけ，手に持った槍はひと巻きの綿布の上に置かれている。その横には絵描き用のパレッ
ト，石エの小槌とのみ，分脚器（デイバイダー）が置かれ，ライオンの背景には古代バビロニ
アやアッシリアの階段式寺院であるジッグラト (ziggurat) と熱帯性のヤシの木が描かれてい
る。石エの小槌とのみはフリーメーソン主義（中世の遍歴する石エギルドに起源を持つ，ロン
ドンで1717年に始まった国際的な超人種的，超階級的，超国家的，相愛的な平和的人道主義
を奉じた友愛団体）からヨーロッパの復活を暗示する。分脚器は地図製作を表象し，綿布はイ
ンドからのイギリスヘの主要輸出品である。また花模様縁飾りの花輪神の託宣に用いられてい
るのは強い芳香をもったゲッケイジュ（月桂樹）ではなく，きわめてイギリスにとって実利的
な外貨獲得商品作物のケシである。ケシはアヘンとして加工され，インドから中国への主要な
輸出商品となった。これらの隠喩には，イギリスのオリエンタリズムがきわめて具体的に表出
している (Groseclose1990)。
エドニーは浩i翰なインド近代地図史の書物で次のように述べている。「ローマの影響は地図
それ自体に広く見られる。レネルはインドの北部地方の場所を決定するのにローマ時代の資料
記録まで用い，縮尺として，航海用マイルや法定マイル，インドの距離単位であるコッス
(coss, koss, 約3-4 km) と併用している 3 レネルは確立したインド（ヒンドスタン）とい
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う空間をイギリスの輝かしい征服と領土併合によるものとしてとらえる」 (Edney1997 : 15)。
啓蒙思想は事物の観察と明晰な判断をすべての基礎において，世界のすべてを理解しようと
する合理的精神がその基盤にあるが（竹沢 2001: 37), インドの場合はアフリカのような未開
と文明のような単純な二項対立が成立しえない複雑な歴史・文化を有する。空白を地図で埋め
るという単純な所作ではない。レネルの微に入り細に入る考証は，露骨な植民地帝国主義を一
時的には薄める役割を果したといえるのではないだろうか。
7 . 小結
以上，後半ではレネルの2系統の地図類の作製過程，測量，編集技術，地図学的な特色など
について何枚かの地図を例にとりながら詳述した。両系統の地図は作製時期の違いのみなら
ず，用途や作製された政治背景も大きく異なる。模式的に示すと次のようになろう（表2)。
両者の地図は縮尺は異なるものの地形表現は山嶺線が記号によって線的に示され，地名・領
域名を字体で識別するなど共通点は多い。しかし両者の決定的相違は『ベンガル地図帳』が実
測図であるのに対し，『ヒンドスタン地図』は絹集図という点である。前者がレネル自身の命
をかけての探査・測量の結果をもとにしているのに対し，後者は膨大な既存の地図や測量成果
をとりまとめ取捨選択した労作である。当時，すでにヨーロッパの商業地図家は確固とした地
位を築いており，もっぱら各地から集められる情報を編集し，かつ装飾して出版することに専
念していた。レネルの後半生はロンドンでのデスクワークにあけくれたものの，前半生の体験
によって稀有の傑出した超人的な地図家と評される由縁である。
表2 『ベンガル地図帳』と『ヒンドスタン地図』の地図学的比較
ベンガル地図帳 範疇 ヒンドスタン地図
地方図 性格 インド全図
実測図 種類 編集図
中スケール～大スケール スケール 小スケール（約32万分の 1~), 戦略図 （約293万分の 1)
自然的地域で8分割 区分 経緯度で4分割/2分割
山嶺線，植生，集落，要塞 記号化 山嶺線，植生，集落
絵画的（等高線なし） 地形表現 絵画的（等高線なし）
河川，道路，都市，集落，要塞，領域界と国 顕在化した地物 河川，道路，都市，領域界と国
ベンガルの面的把握・統括 目的 イギリスによるインド支配の視覚化領域内の交通系統掌握と戦略用
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徹底したフィールド・実務派のレネルは，ベンガル地図を完成させて後，インド全図編纂の
ほか，東アジアの地図の編纂を「ヘロ・ドトスの地図」として行ったり， 1790年にはアフリカ
北半部の地図をアフリカ協会のために作製したりしている。商業地図家として，植民地官僚，
冒険商人，教育者などの需要を満たす精確な地図作製をライフワークとした。それとともに，
古代ギリシャ・ローマの哲人，歴史家の記した地名の考証という過去への沈潜にレネルのベク
トルは次第に向かっていった。測量家，地図家から地理学者への転向の源泉—それが，『ヒ
ンドスタン地図』の編集であった。
［付記］本稿は平成15年度の関西大学東西学術研究所の「東西交渉史の研究」の成果である。平成15年10月3日
（金）の平成15年度第5回研究例会（関西大学東西学術研究所・会議室）で発表した「「帝国」と地図制作 (1)
-18・19世紀英領インド（予察）一」にもとづき，前半部分を成稿したものである。当日，有意義なコメント
をいただいた研究員の松浦章教授（関西大学），堀川徹教授（京都外国語大学）に謝意を表します。レネルの
『ベンガル地図帳』の復刻版は一橋大学の谷口晋吉教授の蔵書から複写させていただいたものを使用した。ま
た，研究資金の一部として平成15年度日本学術振興会科学研究費の基盤研究 (B)「地理学を核としたアジア地
域研究データベースと研究者ネットワークの構築」（代表 野間晴雄），平成16年度基盤研究 (A)「東アジアと
その周辺地域における伝統的地理思考の近代地理学の導入による変容過程と地理学界の形成に関する研究」（代
表千田稔）を使用した。
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